
【田原市博物館　テーマ展】

言祝ぎの美術　―新年を祝う―

展示室
　　　　　特別展示室

指定 作者 作品名 制作年 材質 形状 備考

重美 渡辺崋山
わ た な べ か ざ ん

牡丹
ぼ た ん

図
ず

江戸時代　天保年間 紙本淡彩 掛幅

市指 渡辺崋山 陰
いん

文
ぶん

竹
ち く

天保１０（１８３９）年 紙本墨画 掛幅

渡辺崋山 関帝
かんてい

像
ぞう

文化９（１８１２）年 紙本墨画淡彩 掛幅

市指
渡辺崋山
渡辺小華 福禄寿

ふ く ろ く じゅ

図
ず

江戸時代後期～明治時代 紙本墨画淡彩 掛幅 3幅

渡辺小華
わたなべしょうか

波濤図
は と う ず

屏風
びょうぶ

明治６（１８7３）年 紙本金地墨画 屏風

渡辺小華 九清図
きゅうせいず

明治10(1877)年 絹本着色 掛幅

椿
つばき

　椿山
ちんざん

八百
や お

延年
えんねん

図
ず

天保14(1843)年 紙本墨画淡彩 掛幅

椿 椿山
椿 華谷

小田莆川
五
ご

瑞
ずい

図
ず

天保１２（１８４１）年 絖本着色 掛幅

小田
お だ

莆川
ほ せ ん

紅梅
こうばい

鴛鴦
えんおう

図
ず

江戸時代後期 絹本着色 掛幅

椿
つばき

　華
か

谷
こ く

牡丹
ぼ た ん

子
し

母
ぼ

猫
ねこ

図
ず

嘉永2(1849)年 絹本着色 掛幅

平井
ひ ら い

顕
けん

斎
さい

旭日鳳凰図
きょくじつほうおう　ず

嘉永2(1849)年 絹本着色 掛幅

岡本
おかもと

秋暉
しゅ う き

花鳥
か ちょ う

・龍図
りゅ うず

江戸時代後期 紙本墨画淡彩 掛幅 3幅

岡本秋暉 松鶴図
しょ う か く ず

安政３(1856）年 紙本墨画淡彩 掛幅

野口
の ぐ ち

幽谷
ゆ う こ く

海鶴蟠桃
かいかくはんとう

明治22（1889）年 紙本着色 掛幅

野口幽谷 竹石白猫図
ちくせきはくびょうず

大正～昭和時代 絹本着色 掛幅

松林桂月
まつばやしけいげつ

歳
さい

寒
かん

仙
せん

色
しょく

明治時代 絹本着色 掛幅

渡辺崋山 翡翠
ひ す い

図
ず

扇面
せんめん

天保８(183７)年 紙本淡彩 掛幅

渡辺崋山
立原杏所 松寿介石図

しょうじゅかいせきず

巻
かん

天保4(1833)年 紙本墨画淡彩 巻子

椿　椿山 花
はな

画
が

譜
ふ

天保１３(18４２）年 紙本墨画淡彩 画帖

渡辺崋山 梅果
ば い か

図
ず

扇面
せんめん

天保8(1837）年 紙本淡彩 扇面

曲亭馬琴
きょくていばきん

著

渡辺崋山画ほか
玄同放言
げんどうほうげん

文政元・3（1818・1820）年 紙本版画 版本

渡辺崋山画 三
み

組
くみ

盃
さかずき

江戸時代後期 下村観山旧蔵

渡辺小華画 木地
き ぢ

公子
こ う し

文
もん

水指
みずさし

明治時代

渡辺小華画 染付
そめつけ

枯木竹石
こ ぼ く ち く せ き

文
もん

花瓶
か び ん

明治９(187６)年

　　重美＝重要美術品　市指＝田原市指定文化財　　表記のないものは全て当館所蔵

「言祝ぎ（ことほぎ）」とは、言葉で祝うことを意味します。生活のなかで祝いの言葉は欠かせません。言葉からあら
わされたものは、やがて絵画化、意匠化され、美術品として現在に伝わります。
本展では、新年を祝うおめでたい作品を紹介します。

令和５年１２月９日（土）
　　　　　　　　　　　～令和６年２月４日（日）



＜作者紹介＞ 

 

渡辺崋山 寛政５（1793）年～天保１２（1841）年 

渡辺定通の長男として、江戸に生まれました。は

じめ平山文鏡に師事し、白川芝山、金子金陵、谷

文晁らに絵を学びました。崋山は写実的な描写に

こだわりました。特に肖像画を得意とし、西洋の陰

影法を巧みに使い、独自の画風を確立しました。ま

た「一掃百態図」（当館蔵）など、当時の文化や風俗

を伝える資料が残っています。 

 

椿 椿山 享和元（1801）年～嘉永７（1854）年 

はじめ金子金陵に師事しました。金陵が亡くなっ

た後、同じく金陵の門下であった渡辺崋山の弟子

になります。蛮社の獄で崋山が逮捕された際は、そ

の救済に奔走しました。崋山没後は、崋山の家族

を献身的に支えました。花鳥画を得意とし、輪郭線

を描かない方法で花卉図などを多く制作しました。 

 

渡辺小華 天保６(1835)年～明治２０(1887)年 

渡辺崋山の次男です。小華が７歳の時に、父であ

る崋山が亡くなりました。その後、椿椿山の画塾に入

門し、花鳥画の技法を学びます。２２歳の時、兄の立

の死後、渡辺家の家督を継ぎ、３０歳で田原藩の家

老に就きました。明治維新後、内国勧業博覧会の出

品や明治宮殿の杉戸絵など制作しました。 

 

椿 華谷 文政８（１８２５）年～嘉永３（１８５０）年 

 椿椿山の長男として江戸に生まれました。渡辺崋山

の画塾に入門し、１５歳の時に「華谷」という画号を崋

山より贈られた。椿山の後継者として期待されました

が、わずか２６歳で夭折しました。 

 

小田莆川 文化２（1805）年～弘化３（1846）年 

旗本戸川氏に仕える家の末子として生まれました。

渡辺崋山の弟子となり、兄弟子である椿椿山と深く

交友しました。椿山から手ほどきを受けたため、莆川

の花鳥画には椿山の影響が見られます。崋山が蛮社

の獄で捕らえられた際、椿山と共に崋山救済のため

に奔走しました。 

 

立原杏所 天明５(1７８５)年～天保１１(18４０)年 

水戸藩の儒学者立原翠軒の子として、水戸に生ま

れました。１９歳で家督を継ぎ、有能な藩士として徳川

斉昭の信任を得ていました。絵を林十江や谷文晁に

学び、花鳥画や山水画に優れる一方で、重要文化財

「葡萄図」のように大胆で奔放な筆致の作品も描きま

した。 

 

平井顕斎 享和２(1802)年～安政３(1856)年 

遠江国川崎 (現在の静岡県牧之原市)に生まれま

した。はじめ掛川藩御用絵師の村松以弘に、のち江

戸に出て谷文晁、渡辺崋山に師事しました。顕斎は

崋山の作品を丹念に模写し、山水画を最も得意とし

ました。重要文化財の渡辺崋山筆「芸妓図」（静嘉堂

文庫美術館蔵）は顕斎へ贈られたものです。 

 

岡本秋暉 文化４（1807）年～文久２（1862）年 

彫金家石黒政美の次男として江戸に生まれました。

江戸の町人の出身母方の姓を継ぎ、小田原藩主大

久保家に仕えました。はじめ大西圭斎に師事しました。

写実的な作品を描き、華やかな花鳥画を得意とし、

「孔雀の秋暉」と称されるほどでした。 

 

野口幽谷 文政１０（182７）年～明治３１（1898）年 

大工の棟梁源四郎の次男として江戸に生まれまし

た。嘉永３（１８５０）年、椿椿山に師事し、花鳥画を学

びました。明治５（１８７２）年のウィーン万国博覧会や

明治１０（１８７７）年の第１回内国勧業博覧会に出品し、

画技を認められました。明治２３（１８９０）年、橋本雅

邦らとともに帝室技芸員に任命されました。弟子に椿

山の孫である椿二山や松林桂月などがいます。  

 

松林桂月 明治９（1876）年～昭和３８（1963）年 

山口県萩市に生まれました。明治２６（１８９３）年

に上京し、翌年、椿椿山を師とする野口幽谷の弟

子になります。日本美術協会展や文展に出品し続

け、南画界の重鎮と言われます。昭和１９（１９４４）

年、優秀な美術家へ与えられる帝室技芸員に任命

され、昭和３３（１９５８）年には文化勲章を受けまし

た。 


